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《 業 種 別 総 括 》 

                              21 年 2月 

 

〔漁業〕 

・２月水揚げは、前年比かに漁、ほっけ漁、昆布等で増加したが、底曳き網漁が大きく落込んだ

ほか、たこ漁、うに漁、たらすけそう漁等で減少し、総漁獲量、漁獲高ともに前年を下回った。 

〔軽種馬生産業・農業〕 

・軽種馬生産業は、馬取引は全体的に停滞し動きが弱い。一方、受胎馬の出産シーズンを迎え、

種牡馬展示会の開催など種付株売買等取引が活発な動き。 

・農業は、野菜類はハウス物の葉物野菜生産がみられる程度で、冬期に入り全体的に動きを弱め

た。果物類は一部地区のイチゴ生産が、冬期に入り燃料等経費負担抑制から生産規模が縮小さ

れ、出荷量、金額ともに前年を大きく下回った。花卉は出荷が道内向け中心で、出荷数、金額

ともに前年を下回った。 

・和牛は、三石、えりも地区ともに、出荷頭数で前年を上回ったが､価格の低下により出荷金額が

前年を下回った｡ 

〔建設業〕 

・２月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は、前年比件数、金額ともに小幅な増加となった。

一方、累計金額(4－2月)では前年同期の約5.3割の水準に留まり、一部地区でやや強めの動きも

みられたが、全体的に公共工事の縮減など厳しい状況が続き、冬期に入りやや堅調だった一部

上位クラス業者も動きを弱めた。土建業者1件が業績不振から倒産となった。 

建築確認申請件数は、前年を上回った。一方、累計(4－2月)では前年同期を下回る弱めの動き。 

〔小売業〕 

・食料品は、コンビニで客足好調から売上が前年を上回った地区のほか、客足が全般的に弱く

売上が前年を下回った地区など地域間にバラツキがあった。一方、スーパーでは売上がほぼ

前年並で推移した。その他、プレミアム商品券利用の客足から一部地区の小売店では前年を 

やや上回る動きもみられた。衣料品は、全般的に需要が弱く低調。耐久消費財の家電製品は、

薄型テレビが地区内地デジ放送の開始などからやや好調な動きがある一方、一部地区では薄

型テレビの需要が伸び悩むなど不調もみられた。家具製品は、大型家具等の需要が落込み売

上が前年を下回った。乗用車新車登録台数は、前年を下回った。その他、生活雑貨等では前

年比売上減少が続く。 

〔雇用〕 

･２月の月間有効求人倍率は、前年比求人数が減少した一方、求職者数では増加し、0.12 

ポイントの低下となった。有効求人倍率は前年比16ヶ月連続で低下した。 

〔総括〕 

以上、２月の地区内経済概況は､漁業が前年比総漁獲量、漁獲高ともに減少。軽種馬生産業

馬取引は停滞し動きが弱い。農業は冬期に入り全体的に動きを弱め前年を下回る動き。和牛出

荷金額は前年を下回った。建設業は公共工事の縮減など厳しい状況が続く。個人消費は一部で

前年を上回る需要もあったが全般的に動きが弱い。雇用面は、月間有効求人倍率が前年比16ヶ

月連続で低下した。 
 
２月の地区内経済概況は、漁業、農業等で前年を下回る動きとなったほか、建
設業では厳しい状況が続き業績不振から倒産の発生もみられるなど、全体的に
低迷感の強い状況が続いている。 

１ 



 

＊〔沿岸漁業〕なまこ､たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､さけます流し漁等。 

総漁獲量 2,968ｔ・金額 761百万円（前年同月比 934ｔ減・320百万円減）。 
 

 
 

底曳き網漁は、1,490ｔ・114百万円(前年同月比679ｔ減・109Ｍ減) 

かれい漁は、65ｔ・24百万円(同9ｔ減・15Ｍ減) 

たこ漁は、202ｔ・80百万円(同138ｔ減・98Ｍ減) 

つぶ漁は、59ｔ・53百万円(同19ｔ減・28Ｍ減) 

うに漁は、16ｔ・20百万円(同27ｔ減・77Ｍ減) 

ほっき漁は、24ｔ・7百万円(同18ｔ減・8Ｍ減) 

たらすけそう漁は、747ｔ・75百万円(同163ｔ減・51Ｍ減) 

なまこ漁は、1ｔ・5百万円(同増減なし・増減なし) 

かに漁は、61ｔ・84百万円（同34ｔ増・34Ｍ増） 

ほっけ漁は、44ｔ・7百万円（同35ｔ増・3Ｍ増） 

昆布出荷は、222ｔ・268百万円(同37ｔ増・22Ｍ増) 
 

・２月の水揚げは、前年比 かに漁、ほっけ漁、昆布等で増加したが、底曳き網漁が大きく落

込んだほか、たこ漁、うに漁、たらすけそう漁等で減少し、総漁獲量、漁獲高ともに前年

を下回った。 

魚価は､前年比なまこが横ばいとなった以外ほとんどの魚種で値を下げた。 
 

＊〔水産加工業〕 

・昆布加工は､出荷量が前年をやや下回る弱めの動き。一方、原料昆布は前年を上回る市場

出荷が続き、市場平均価格が前年比低下に転じた。 

・鮮魚加工は､たこ、つぶ、たらこ等加工が中心で全体的に需要が伸び悩むなど、前年を下

回る弱めの動き。 
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＊〔軽種馬生産業〕 

 ・馬取引は、全体的に停滞し動きが弱い。一方、受胎馬の出産シーズンを迎え、種牡馬展示会

の開催など種付株売買等取引が活発な動き。 

＊〔農 業〕 

 ・野菜類は、ハウス物のホウレンソウ、チンゲンサイ等葉物野菜生産がみられる程度で、冬期

に入り全体的に動きを弱めた。 

 ・果物類は、一部地区のイチゴ生産が、冬期に入り燃料等経費負担抑制から生産規模が縮小さ

れ、出荷量、金額ともに前年を大きく下回った。 

 ・花卉は、出荷が道内向け中心で、出荷数、金額ともに前年を下回った。 

＊〔畜産業〕 

 ・和牛は、三石地区で、仔牛が出荷頭数、金額ともに前年を上回り、飼育牛が出荷頭数、金額

ともに前年を下回った。総体で総出荷頭数は前年を上回ったが、価格が前年比仔牛で10万円、

飼育牛で14万円それぞれ値を下げ総出荷金額が前年を下回った。えりも地区では、黒毛和牛

10ヶ月素牛取引価格が、前年比牡が44万円で13万円安、牝が35万円で8万円安とそれぞ

れ値を下げ、牡は12ヶ月連続、牝は13ヶ月連続の低下となった。出荷頭数は前年を上回っ

たが、価格の低下から出荷金額が前年を下回った。 

 

 

 

 

 
 

＊〔公共工事〕 

 ・２月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は7件13百万円。前年比件数で4件、金額で7

Ｍ上回った。一方、累計金額(4－2月1,576百万円)では前年同期を1,425百万円下回り約5.3

割の水準に留まる。 

・２月の国、道、町発注管内公共工事の総請負金額は24百万円で、前年比597百万円下回った。

また、累計(4－2月22,014百万円)では3,048百万円下回り前年同期比12.2％の減少。 

(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額) 

＊〔土木業〕 

 ・業界全体が厳しい状況にある中、一部地区でやや強めの動きもみられたが、全体的に公共工

事の縮減など厳しい状況が続き、冬期に入りやや堅調だった一部上位クラス業者も動きを弱

めた。土建業者1件が業績不振から倒産となった。 

＊〔建築業〕 

・建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は6件で、前年を2件上回った。一方、累計では

前年同期を4件下回る弱めの動き。一部地区で累計件数が前年同期を上回るやや強めの動き

もみられたが、ハウスメーカーの参入があり地元業者では低調な動き。 

＊〔建築確認申請〕 

・建築確認申請件数 当月6件（前年同月4件）、累計(4―2月)135件 (前年同期139件) 
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＊〔木 材〕原木は、市況の悪化からカラマツ材等需要が落込むなど、前年を下回る低調な動き。

チップ材は、市況の悪化から需要が落込み、出荷量は前年を大きく下回った。価格は前年比

高値で推移した。 

＊〔製 材〕建築資材等は、前年に比べ全体的に受注量が少なく低調な動き。一方、管外出荷を

推し進めるなどから、出荷量が前年並で推移した地区もあった。 

 
 
 
 
 
 
＊〔卸売業〕 

 ・野菜類は、本州産中心に入荷し、価格は長ネギ、ホウレンソウが安値、大根、白菜、キャベ

ツがやや高値で推移した。果物類は、本州産中心にミカン、リンゴ、ブドウ等が入荷し、価

格はミカンが高値、リンゴ、ブドウ等が前年並で推移した。 

＊〔小売業〕 

 ・食料品は、コンビニでタバコ需要や土木作業員等の客足好調から売上が前年を上回った地区

のほか、売上が前年並で推移した地区や客足が全般的に弱く売上が前年を下回った地区など、

地域間にバラツキがあった。一方、スーパーでは売上がほぼ前年並で推移した。その他、プ

レミアム商品券利用の客足から一部地区の小売店では前年をやや上回る動きもみられた。 

 ・衣料品は、安価な冬物衣料等に需要もあったが、全般的に需要が弱いほか一部で買い控えも

みられた。 

 ・耐久消費財の家電製品は、薄型テレビが地区内地デジ放送の開始などからやや好調な動きが

ある一方、一部地区では薄型テレビの需要が伸び悩むなど不調もみられた。家具製品は、大

型家具等の需要が落込み売上が前年を下回った。乗用車新車登録台数は118台で、前年を13

台下回った。一方、一部地区では軽自動車販売にやや好調な動きもみられた。その他、生活

雑貨等では前年比売上減少が続く。 

 ・飲食業は、全般的に客足が弱く前年を下回る動き。 

 ・その他、旅館業では、工事関係者等長期滞在客が減少し前年を下回る宿泊状況。 
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（注）調
管内の倒産〕 

月の当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は、1件の負債額4億円。前年比件数で横

い、負債額で1億6千万円増加した。 

月の苫小牧管内の倒産は、2件の負債額5億3千万円。前年比件数で2件、負債額で3億

千万円減少した。 

道内の倒産〕 

月の北海道の倒産は､50件の負債額201億5千万円。前年比件数で4件減少し、負債額

113億2千万円増加した。 

全国の倒産〕 

月の全国の倒産は､1,318件の負債額1兆2291億6千万円。前年比件数で124件、負債額

8639億4千万円増加した。倒産件数は9ヵ月連続で前年を上回り、2月としては、平成

5年以来6年ぶりに1,300件を上回ったほか負債額が戦後3番目の規模となった。 

のほか、上場企業倒産は7件発生し負債額が6590億2千万円にのぼり、全負債額の過

数を占めた。 

用〕 

月の月間有効求人倍率は、前年比求人数が減少した一方、求職者数では増加し、0.12 

イントの低下となった。有効求人倍率は前年比16ヶ月連続で低下した。 

倒産・雇用状況 

その他 

生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

 1  第44回 京都牝馬ステークス                    （ＧⅢ） 

     チェレブリタ号      (浦河町 三嶋牧場殿生産) 

 7  第43回 小倉大賞典                        （ＧⅢ） 

     サンライズマックス号   (新冠町 ヒカル牧場殿生産) 

 8  第14回 シルクロードステークス                       （ＧⅢ） 

     アーバンストリート号   (新ひだか町静内 曽田農園殿生産) 

21  第44回 クイーンカップ                           （ＧⅢ） 

     ディアジーナ号      (浦河町 南部功牧場殿生産) 

22  第26回 フェブラリーステークス                       （ＧⅠ） 

     サクセスブロッケン号   (浦河町 谷川牧場殿生産) 

28  第18回 アーリントンカップ                         （ＧⅢ） 

     ダブルウェッジ号     (浦河町 三嶋牧場殿生産) 

査区域：浦河地区、新ひだか町静内･新冠地区、新ひだか町三石地区、様似地区､えりも地区、広尾地区

５ 



 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成21年2月現在)                     (単位：人) 

人         口 世         帯 
町 村 別 

人 数 前年同月比 前月比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,819 -123 2 2,645 -8 6

日 高 町 14,136 -96 -9 6,679 54 -2

新 冠 町 5,892 -73 -16 2,587 -12 0

新 ひ だ か 町 26,286 -383 -12 12,302 -6 -8

浦 河 町 14,574 -344 -18 7,049 -19 -3

様 似 町 5,398 -121 -1 2,334 -9 6

え り も 町 5,672 -82 -6 2,222 19 0

広 尾 町 8,212 -97 -12 3,473 17 0

大 樹 町 6,212 -151 6 2,630 -26 3

日高･十勝地区合計 92,201 -1,470 -66 41,921 10 2

札 幌 市 1,899,848 4,194 145 880,341 11,560 390

江 別 市 122,977 -595 25 53,021 427 43

石 狩 市 61,255 -204 -96 25,872 315 7

北 広 島 市 60,926 -179 -7 25,514 218 2

恵 庭 市 68,684 107 -39 29,729 402 -19

千 歳 市 93,096 255 -22 43,574 413 -18

石狩地区合計 2,306,786 3,578 6 1,058,051 13,335 405

苫 小 牧 市 173,827 -182 -42 80,762 941 15

厚 真 町 4,924 -70 -1 2,014 4 6

む か わ 町 9,939 -236 -29 4,492 -62 -8

胆振地区合計 188,690 -488 -72 87,268 883 13

営業区域合計 2,587,677 1,620 -132 1,187,240 14,228 420

(資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成21年2月)                          （単位：人、％） 

前年同月比 前 月 比 
 浦河職安 全 道

浦 河 全 道 浦 河 全 道

月 間 有 効 求 人 数 611 44,113 -13.94 -19.85 0.83 5.37 

月間有効求職者数 1,007 115,064 3.60 11.03 12.89 6.62 

月間有効求人倍率 0.61 0.38 -0.12 -0.15 -0.07 -0.01 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成21年2月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 6 2 2 

(新ひだか町～広尾町) 20/4～21/2 累計 135 -4 

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成21年2月)                       （単位：千万円、件） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地 区

苫小牧管内 2 53 -2 -34 

うち新冠町～えりも町 1 40 0 16 

建設業1件、卸売業1件 苫小牧市1件 

新ひだか町1件 

北 海 道 50 2,015 -4 1,132   

全   国 1,318 122,916 124 86,394   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 

 

６ 



 

５ 浦河町・新ひだか町静内 金融機関預金･貸出金残高(平成21年2月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

119,174 -0.56 0.63 67,652 -1.81 -1.64 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町静内 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 21年2月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 527 -38.51 -11.28 

交換金額 878 -21.68 -12.02 

不渡り手形枚数 17 88.89 466.67 

不渡り手形金額 11 266.67 450.00 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数 

                                   （単位：台） 

21年2月の 登 録 21／1月～21／2月迄の累計 
町 名 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 14 -6 4 24 -10 

新ひだか町 61 14 17 105 13 

浦 河 町 25 -15 14 36 -21 

様 似 町 9 -1 3 15 -6 

え り も 町 9 -5 3 15 -6 

合 計 118 -13 41 195 -30 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  2月中の気象状況                           (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間

浦   河 -1.5 75.5 151.5 1.2 280.7 93.9

広   尾 -3.3 98.0 137.7 1.4 163.1 85.8

平年偏差、平年比は､1971～2000年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返した

もの(平年偏差)。 

                                      (資料出所:日本気象協会北海道支社) 

９ 各町の水道使用量（平成21年2月） 

                                            （単位：㍑、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 - - - - - - 

新ひだか町三石 25,762 -1.21 13,804 -12.38 39,566 -5.42

浦 河 町 61,116 -1.74 28,325 -12.40 89,441 -5.39

様 似 町 27,940 -2.41 12,299 2.32 40,239 -1.01

え り も 町 26,421 1.75 12,849 -2.97 39,270 0.16

広 尾 町 41,721 2.23 15,628 4.73 57,349 2.90

＊ 広尾町は21年1月分                             (資料出所：各町) 

 

７ 



 

 

 

～ ご存知ですか コンドラチェフの波動理論 ～ 
 

 
 
● コンドラチェフの波動とは 
 
   コンドラチェフの波動とは、ロシアの経済学者コンドラチェフ（1892～1938 年）の理論で、経済が 50～60 年 
  単位で循環するというものです。 
   第1波は、1780～1840年代で紡績機、蒸気機関などの発明による産業革命の時代。第2波は、1840～1890 
  年代で鉄道建設とそれに伴う石炭、鉄鋼産業拡大の時代。第3 波は、1890～1950 年代で電力拡大と自動車 
  産業発達の時代と、歴史上それぞれの波が確認され、第4波の石油化学などの時代は1950～2010年頃で終 
  わり、以降新しい好況期を迎えて次の長期波動周期の始まりを予測しています。 
 

● 戦後日本のコンドラチェフ波動（上記｢戦後日本のコンドラチェフ波動の模型｣参照） 
 
   上記のコンドラチェフの波動を日本に当てはめると、第4 波の長期波動周期は、第二次世界大戦後の日本 
  の時代が次のように分割されます。 
   1. 1950～1954 年 ⇒ 戦後混乱期 
   2. 1955～1973 年 ⇒ 高度成長期（インフレの時代…資本蓄積と生活個体の増大の時代＝生活及び生産 
                          資源需要の増大） 
   3. 1973～1985 年 ⇒ スタグフレーション期（内需減少とインフレの時代） 
   4. 1986～1991 年 ⇒ バブル期（内需回復と過剰投資・投機経済の時代…生活実態から解離したマネー 
                         ゲームの時代） 
   5. 1991～1997 年 ⇒ 過剰資本蓄積・金融不況期（回収不能資本の顕在化、内需堅調、価格破壊、財務悪 
                                    化の時代） 
   6. 1997～2010 年 ⇒ デフレ・スパイラル期（生活個体の減少による消費力の減少・内需減少、全般的不 
                                 況の時代） 

   この波は、1970年代の高度成長期にピークを迎え、2010年の｢底｣に向かった後、次の長期波動周期に入り 
  再び上昇に転じていくというものです。 
 
  今、戦後最大の不況にあえぎ、世界が自然・原子力エネルギーや電気自動車など次世代産業の開発に取組 
 み動きはじめている現状は、コンドラチェフの波動が示す今後の上昇軌道を裏付けるものとも思われます。 

 
 
 

８ 



 

 

※ 北海道財務局より｢地域密着型金融への取組み｣で表彰を受けました。 

 北海道財務局において、平成21 年2 月12 日（木）に、｢地域密着型金融シンポジウム～食の高付加

価値化と金融機関とのかかわり～｣が開催され、この席上、特色ある地域密着型金融への取組みを行

っている金融機関として、当金庫が表彰を受けました。 

 このシンポジウムは、地域金融機関による地域密着型金融に関する特色ある取組み等について紹

介することなどにより、地域密着型金融の一層の推進を図るために開催されたもので、当金庫の養豚

事業新規参入支援など｢ライフスタイルに応じた取引先企業への支援強化｣の取組みが評価されました。 

 当金庫は、地元金融機関として存在意義を発揮し、地域社会の活性化、地域の持続的発展に貢献で

きるよう今後も積極的に取組んで参ります。 
 

※ ｢カーライフキャンペーン｣ 実施中 

 ◎ キャンペーン期間 ： 平成21 年2 月20 日～5 月29 日 

 ◎ 資金使途 ： 自家用車購入、オートバイ購入、免許取得資金、車検費用、修理費用など。 

 ◎ 融資金額 ： 500 万円以内。 

 ◎ 融資期間 ： 7 年以内。但し、しんきん保証基金保証の場合は 8 年以内。 

 ◎ 返済方法 ： 毎月元利均等又は元金均等返済。半年毎ボーナス併用返済も利用できます。 

            元金据置期間6 ヶ月以内。 

 ◎ 融資金利 ： 変動金利 ～ ・基準金利 3.20％ 

                     ・最優遇金利 2.00％ 取引内容により利用できます。 

 ◎ 保 証 料 ： ジャックス保証 1.60％、オリコ保証 1.30％、しんきん保証基金保証 0.95％ 

 ◎ 融資対象 ： 満20 歳以上65 歳以下の方で、融資完済時70 歳以下の方。（ジャックス保証の場合） 

            保証会社（ジャックス、オリコ、しんきん保証基金）の保証が得られる方。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 
 

※ 「医療保険」、「ガン保険」を取扱いしています。 

お客さまにあったプランをお選びいただけます。  
 
   医療保険 ： 取扱い商品名～・健康のお守り  （損保ジャパンひまわり生命保険㈱） 

                      ・EVER セレクトプラン  （アメリカンファミリー生命保険会社） 

   ガン保険 ： 取扱い商品名～・ｆ （フォルテ）  （アメリカンファミリー生命保険会社） 

                      ・がん治療支援保険  （東京海上日動あんしん生命保険㈱） 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 
 

※  当金庫ＡＴＭコーナーでの携帯電話使用を全面的に禁止とさせていただいています。 
 

 全国的に振り込め詐欺・還付金詐欺等の被害が発生する中、最近は携帯電話を利

用し振込を指示する手口が多発しております。このため、当金庫ではＡＴＭコーナー

での携帯電話の使用を全面的に禁止とさせていただいています。 
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ATM 本   店 〒057-

ATM 堺町支店 〒057-

ATM 静内支店 〒056-

ATM 山手支店 〒056-

ATM 三石支店 〒059-

ATM 様似支店 〒058-

ATM 大通支店 〒058-

ATM えりも支店 〒058-

ATM 広尾支店 〒089-

            札幌支店 〒060-

 

ATM営

 

土曜日ATM稼動店：

土

日曜･祝日ATM稼動

日曜

 

浦河役場内ATM 浦

店

浦河赤十字病院内A

店

パセオ堺町店内AT

店外ATM営業時間

マックスバリュー静内

店外ATM営業時間

歌笛出張所ATM 日

店外ATM営業時間
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ひだかしんきん営業のご案内 

0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

0024 日高郡新ひだか町静内山手町4丁目6の13  ☎（0146）42-5611 

3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

0026 様似郡様似町本町2丁目129の1      ☎（0146）36-3325 

0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

0004 札幌市中央区   ☎（011）200-7070 

業時間 平日8：45～18：00 山手9：00～15：00

本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･大通支店・えりも支店･広尾支店 

曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

店：本店･静内支店 

･祝日ATM営業時間 9：00～17：00

店外ATM 

河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

TM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

外ATM営業時間 平日9：00～18：00

M 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00

店ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

 平日10：00～19：00 土曜･日曜・祝日9：00～19：00

高郡新ひだか町三石歌笛 （旧歌笛支店） 

 平日9：00～18：00 土曜 9：00～14：00 
 

経営統轄本
057-0013 浦河郡

電話 (014

FAX (014

URL http://w
北4条西5丁目1―4   

三井生命札幌共同ビル4階
部調査課 
浦河町大通2丁目31の2   

6)22-4116 

6)22-0994 

ww.shinkin.co.jp/hidaka/ 


